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学
歌
の
正
誤
訂
正
に
つ
い
て

年
史
編
纂
委
員
会

百
二
十
周
年
直
前
に
分
か
っ
た
ば
ら
つ
き

　

現
行
の
関
西
大
学
学
歌
の
成
立
と
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、『
關

西
大
學
創
立
五
十
年
史
』、『
関
西
大
学
七
十
年
史
』、『
同
百
年
史
』

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
記
録
や
出
版
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

印
刷
物
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
が
大
量
に
再
生
産
さ

れ
る
た
び
に
、
歌
詞
の
一
部
や
楽
譜
の
音
程
が
変
化
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
元
来
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
唯
一
の
は
ず
で
あ
る
が
、
現

実
に
は
幾
つ
か
の
誤
り
を
持
っ
た
ま
ま
の
印
刷
物
や
Ｃ
Ｄ
が
出
回

っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
関
西
大
学
が
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
先
立
ち
、

学
園
歌
全
般
を
、
主
と
し
て
歌
詞
を
中
心
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
照
合

し
、
誤
り
を
事
前
に
訂
正
し
て
統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
こ
と
が
年
史
編
纂
委
員
会
で
話
題
と
な
り
、
本
委
員
会
で
は
年

史
編
纂
室
が
所
蔵
す
る
原
資
料
に
照
合
し
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
三
月
、
年
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
、

学
園
歌
を
印
刷
す
る
際
に
版
下
と
し
て
も
使
用
で
き
る
印
刷
原
版

（
清
刷
り
）
を
「
定
本
」
と
し
て
作
成
し
、
こ
れ
を
広
く
関
係
先
に

配
付
し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
年
記
念
事
業
・
行
事
を
控
え
て
、
学

園
歌
が
多
く
の
機
会
に
歌
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
、
ば

ら
つ
き
を
未
然
に
防
止
し
て
統
一
を
図
ろ
う
と
の
意
図
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
平
成
十
五
年
五
月
十
五
日
発
行
「
関

西
大
学
通
信
」
第
三
〇
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
記
念
の
百
二
十
周
年
を
越
え
た
の
で
あ
る
が
、
さ
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ら
に
、
継
続
的
に
原
資
料
と
の
照
合
を
進
め
た
結
果
、
現
在
、
広

く
巷
間
で
歌
わ
れ
て
い
る
関
西
大
学
学
歌
楽
譜
の
主
旋
律
の
音
程

が
一
カ
所
、
誤
っ
た
ま
ま
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
発

見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
行
学
歌
の
誤
り
は
ど
こ
か

　

現
行
学
歌
の
楽
譜
の
誤
り
は
、
主
旋
律
譜
第
二
十
三
小
節
第
三

音
節
に
あ
る
。「
ソ
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
ラ
」
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、「
た
た
ー
え
な
ん
」（
第
一
節
第
六
聯
下
句
）
を

「
ラ
ソ
ラ
ソ
レ
ソ
」
と
歌
う
べ
き
と
こ
ろ
が
、
楽
譜
は
「
ラ
ソ
ラ
ラ

レ
ソ
」（
い
ず
れ
も
ニ
長
調
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
誤
り
の
初
出
を
年
史
編
纂
室
資
料
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
昭

和
二
十
七
年
に
大
学
が
発
行
し
た
『
關
西
大
學
學
報
』
付
録
に
た

ど
り
つ
く
。
學
報
本
誌
と
同
寸
の
セ
ピ
ア
色
で
印
刷
さ
れ
た
Ｂ
5

判
四
ペ
ー
ジ
の
楽
譜
と
歌
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
誤
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
以
来
、
ず
っ
と
誤
っ
た
譜

面
が
種
々
、
大
量
の
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

　

次
の
問
題
は
、
こ
の
誤
っ
た
楽
譜
は
、
果
た
し
て
昭
和
二
十
七

年
が
初
出
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
前
の
印
刷

物
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
か
ら
誤
っ
た
か
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
。

　

先
に
、
校
友
の
寄
贈
に
よ
る
、
当
校
友
の
父
親
が
昭
和
六
年
に

買
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
（
当
時
）
製

造
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
表
＝
音
盤
製
作
番
号
二
六
五
一
〇
Ａ
（
四 SPレコードの歌詞カード、本体、ジャケット
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一
三
二
五
）、
裏
＝
二
六
五
一
〇
Ｂ
（
四
一
三
二
六
））
が
年
史
編

纂
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
製
造
番
号
を
頼
り
に
同
社

（
現
在
の
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
）
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
二
六
四

八
八
か
ら
二
六
五
一
一
ま
で
の
二
十
四
面
の
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て

は
空
番
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
前
後
に
あ

た
る
二
六
四
七
〇
か
ら
二
六
四
八
七
お
よ
び
二
六
五
一
二
か
ら
二

六
五
二
九
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
六
年
十
月
二
十
一
日
発
売
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
学
保
存
分
を
含
む
空

番
の
音
盤
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
試
作
廃
盤
」
の
運
命
を
た
ど

っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
で
は
、
山
田
耕
筰
が
作
曲
し
た
と

お
り
の
音
程
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
間
違
い
が
生
じ

た
の
は
、
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
二
十
七
年
の
前
記
『
關
西
大
學
學

報
』（
付
録
）
で
誤
表
記
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
絞
る
こ
と
が
で
き

る
。
二
十
年
そ
こ
そ
こ
の
間
の
こ
と
と
も
い
え
る
が
、
お
よ
そ
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

は
じ
め
は
正
し
い
音
程
で
歌
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
口
伝
に
よ
る
継
承
を
繰
り
返
す
間
に
、
歌
い
易
い
方
向
に
自

日本コロムビアレコードが昭和 6年に製造したとみられるSP盤のラベル（A面）
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然
に
転
化
し
て
「
ラ
ソ
ラ
ラ
レ
ソ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
誤
っ
た
楽
譜
が

全
学
生
に
配
付
さ
れ
た
こ
と
が
動
機
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
メ
ロ

デ
ィ
は
な
か
な
か
の
難
曲
だ
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
の
抑

揚
は
自
然
に
「
ラ
ラ
」
と
同
音
程
を
続
け
る
ほ
う
が
平
易
で
、
楽

な
方
向
に
定
着
し
た
も
の
と
み
る
の
が
ご
く
自
然
で
は
な
か
ろ
う

か
。
楽
譜
の
誤
植
は
、
単
純
ミ
ス
か
、
当
時
の
現
状
追
認
の
い
ず

れ
か
だ
が
、
ま
ず
前
者
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
今
で
は
分
か
ら
な

い
。

　

結
論
は
、
現
行
学
歌
の
主
旋
律
の
一
カ
所
に
あ
っ
た
音
程
の
誤

り
が
温
存
さ
れ
、
慣
習
的
に
長
く
誤
っ
て
歌
い
継
が
れ
、
今
日
に

至
っ
た
こ
と
に
な
る
。

学
歌
の
テ
ン
ポ
は
「
♩
＝
112
」
か

　

学
歌
の
演
奏
速
度
に
つ
い
て
は
、
山
田
耕
筰
の
作
曲
原
譜
（
遠

山
音
楽
財
団
に
保
存
さ
れ
て
い
る
作
曲
者
・
山
田
耕
筰
自
筆
原
稿
）

の
コ
ピ
ー
が
年
史
編
纂
室
に
あ
り
、
そ
れ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

山
田
が
書
い
た
原
譜
面
に
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
清
書
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
手
書
き
の
楽
譜
に
初
め
て
イ
タ
リ
ア
語
で
「T

em
po di 

m
arcia,

（
マ
ー
チ
の
テ
ン
ポ
で
、）﹇
改
行
﹈m

olt energico ben 

m
arcato

（
非
常
に
力
強
く
、
明
瞭
に
）」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
手
書
き
楽
譜
が
版
下
原
稿
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
て

『
千
里
山
學
報
』
第
四
号
（
大
正
十
一
年
十
月
十
五
日
発
行
）
の
附

録
と
し
て
配
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
然
、
テ
ン
ポ

を
画
一
的
に
♩
＝
112
と
は
指
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
確
認
さ
れ

る
も
っ
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
（
そ
の
も
の
の
コ
ピ
ー
）
内
容

で
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
最
近
、
巷
間
で
歌
わ
れ
る
学
歌
の
テ
ン
ポ
が
い
た

ず
ら
に
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
注
・
平
成
二
十

年
六
月
二
日
、
当
年
度
第
一
回
年
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
森
本

靖
一
郎
委
員
か
ら
指
摘
）。

　

こ
れ
に
関
し
て
い
え
ば
、「T

em
po di m

arcia

」
と
指
示
し
た

う
え
に
、
重
ね
て
具
体
的
に
「
♩
＝
112
」
と
数
値
を
特
定
し
て
併

記
す
る
と
は
考
え
難
い
。
山
田
耕
筰
は
、
こ
の
学
歌
が
ス
ポ
ー
ツ

応
援
等
に
及
ぶ
多
く
の
場
で
広
く
演
奏
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
テ
ン
ポ
を
数
値
で
固
定
す
る
よ
う
な
考
え

は
毛
頭
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
資
料
に
限
定

さ
れ
る
が
、
昭
和
二
十
七
年
発
行
の
『
關
西
大
學
學
報
』（
付
録
）
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山田耕筰氏の学歌指導を報じる『千里山學報』第 8号（大正12年 4 月15日発行）

﹇
注
﹈
若
干
読
み
辛
い
が
、
こ
こ
に
は
山
田
耕
筰
の
学
歌
歌
唱
指
導
時
の
注
意
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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で
初
め
て
こ
の
併
記
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
付
録
楽

譜
は
、
こ
こ
で
も
過
ち
を
犯
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

現
在
、
巷
間
で
歌
わ
れ
て
い
る
学
歌
の
テ
ン
ポ
は
、
森
本
委
員
の

指
摘
の
と
お
り
、
ず
い
ぶ
ん
遅
く
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
テ
ン
ポ

の
改
善
は
必
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
に
整
理

す
れ
ば
、
具
体
的
な
テ
ン
ポ
の
数
値
指
定
は
で
き
な
い
ま
で
も
、

幸
い
、
大
正
十
二
年
二
月
、
作
曲
者
が
歌
唱
指
導
で
来
学
し
た
際
、

指
導
し
た
内
容
が
具
体
的
に
詳
し
く
記
録
と
し
て
『
千
里
山
學
報
』

第
八
号
（
大
正
十
二
年
四
月
十
五
日
発
行
）
に
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
テ
ン
ポ
の
低
下
防
止
策
を
講

じ
る
べ
き
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

学
歌
の
置
か
れ
た
現
状

　

多
く
の
学
園
歌
の
う
ち
、
学
歌
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
九
十
年
を

経
た
今
日
ま
で
、
む
し
ろ
、
学
歌
が
こ
こ
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近

い
形
で
継
承
さ
れ
て
き
た
の
は
珍
し
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
万

国
共
通
の
ル
ー
ル
と
し
て
の
五
線
紙
の
楽
譜
が
あ
る
と
は
い
え
、

事
実
上
、
口
伝
を
主
流
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

『
関
西
大
学
七
十
年
史
』
で
は
歌
詞
が
「
人
生
の
曙
に
」
と
あ
る
べ
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き
と
こ
ろ
が
「
人
世
の
曙
に
」
と
ば
ら
つ
い
た
り
、「
燦
た
る
理

想
」（
正
）
が
「
燦
た
る
理
想
を
」（
誤
）
と
格
助
詞
が
つ
い
て
し

ま
う
な
ど
、
歌
詞
の
小
さ
な
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
（
注
・
本
件
は

平
成
十
二
年
七
月
十
九
日
開
催
、
当
年
度
第
十
一
回
年
史
編
纂
委

員
会
に
お
い
て
神
堀
忍
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
、
す
で
に
訂
正
済

み
）。

　

し
か
し
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
学
歌
の
音
程
の
一
カ
所
、
1
音

高
い
誤
表
記
は
温
存
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
年
史
編
纂

委
員
会
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
開
催
、
平
成
二
十
二
年
度
第

一
回
）
が
、
小
委
員
会
（
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
開
催
、

第
一
回
）
を
開
催
し
て
調
査
、
確
認
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

残
る
問
題
は
、
学
歌
の
楽
譜
を
、
い
つ
、
ど
う
い
う
方
法
で
訂

正
し
周
知
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
正
し
い
楽
譜
に
訂
正
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
年

史
編
纂
委
員
会
（
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
開
催
、
平
成
二
十
二

年
度
第
二
回
）
で
検
討
し
た
結
果
で
は
、
関
係
各
界
へ
の
余
波
に

配
慮
し
て
慎
重
に
扱
う
べ
き
こ
と
と
、
訂
正
に
か
か
わ
る
諸
手
続

き
と
そ
の
実
行
は
、
大
学
、
法
人
が
中
心
と
な
っ
て
広
報
や
学
生

サ
ー
ビ
ス
等
の
関
係
部
局
が
協
力
し
て
推
進
す
る
の
が
望
ま
し
く
、

年
史
編
纂
委
員
会
の
守
備
範
囲
を
越
え
る
と
い
う
見
解
が
大
勢
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
年
史
編
纂
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
誤
っ
た
現

状
を
、
誤
記
発
見
に
い
た
る
経
緯
と
と
も
に
委
員
会
の
記
録
と
し

て
本
年
史
紀
要
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。


